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【  経  緯  】
◆概　略

　　春日部市日本語教室は、市国際化推進を目指す春日部市国際交流協会（事務局:市役所市民参加推進課）

　と春日部市の共催事業として、開講しています。
　　受講者のニーズに合った教室を開講するため、平成６年の夏頃から広報“かすかべ”、各地区

　公民館だより、国際交流協会機関紙“こんぺいとう”などにおいて、企画段階から参加できる

　スタッフを募集しました。８０人近くの応募があり、数回にわたって、その協力者と国際交流

　協会の委員、市役所の国際交流の担当職員、中央公民館の職員と共に、スタッフ会議を何度か

　開催しました。その会議において、教室の形態やテキスト、運営方法などを検討してきました。

　特に、
　・日本語学校ではないので教えこもうとし過ぎないこと。
　・日本語に不慣れなため、不利益をこうむることのないように援助する。
　・受講者の外国人登録の有無についてはチェックしない。
　・受講者及びスタッフの連絡先等のプライバシー保護を徹底する。

　などについては、かなり時間を使って検討しました。
　　この数回のスタッフ会議を通して、平成７年２月に第１期日本語教室が開講しました。
　10回を１期とし、年間３期開いています。
　　平成３１年４月から旧庄和地区で日本語教室を開講している春日部市庄和外国人支援ボランティ
ア「日本語サロン」が春日部市国際交流協会合流し、「庄和教室」として新たに発足しました。

◆沿　革

　平成７年２月　　開講（春日部市国際交流協会・中央公民館　２者共催）
　平成１０年４月　春日部市国際交流協会・中央公民館・春日部市の３者共催となる。
　平成２１年４月　春日部市国際交流協会・春日部市の２者共催となる。
　平成31年4月　春日部市庄和外国人支援ボランティア「日本語サロン」が合流する。
◆形　態

　木曜教室は木曜日の午後7時から9時、土曜教室は午後2時から4時の時間で開講しており、
１０回で１期としています。
　庄和教室は、火曜日の午前10時から11時30分と水曜日の午後7時20分から８時50分の時
間で開講しており、8月を除いて通年で開講しています。

　それぞれの教室のスタッフは、受講者のニーズに合わせるため、必要ある　ごとにスタッフ会議や
打ち合わせを開き、教室の形態、運営方法などを検討しています。

　現在まで学期ごとに様々な試みが行われてきました。
・前半、メイン講師１人を中心とした全体授業を行い、後半、レベル別グループ学習に分け、

　前半の授業の理解を更に深める形態。
・受講者の学習目的に応じたグループ学習（・ひらがなの練習 ・カタカナの練習 ・漢字の練習等）を前半に

　行い、後半は、レベル別会話の学習を行う形態。
・母国語別のグループ学習を行う形態。
・レベル別のグループ学習を行う形態。
・庄和教室でもカルテを作成し、レベルに合せて個別担任制を採用。

◆その他の活動
　春日部市国際交流協会では、この日本語教室の他に
　・外国人による日本語スピーチコンテストの開催   
・初心者のための英会話教室

　・外国語サロン（英語）
◆特　徴

春日部市と春日部市国際交流協会の共催のため、市に住むにあたっての手続き、情報等を

　必要に応じ提供できます。このように日本語教室は、単なる日本語を学習する場だけではなく、

　数々の情報提供の場、生活相談の場にもなっています。そして受講者は、コミュニティの一員

　として、日本語教室外でも、地域の活動で活躍するようにもなってきました。
また、国際交流協会のイベントを中央公民館で開催することにより、“中央公民館に行くと

　何かがある”という情報が広がり、外国出身者には、中央公民館が一つの国際交流の拠点に

　なっています。
　　また、庄和地区では、庄和市民センター正風館で日本語教室を開講し、日本語学習を希望する
外国人に対して学習支援を行っています。
◆日本語教室ボランティアのための研修会
　　多くのスタッフがこの日本語教育に携われるように、そして自信をもって取り組めるように、

　研修会や日本語教室ボランティアのための講座を開講してきました。

　（※　4,5ページの日本語教室ボランティア研修履歴をご参照ください）。

　　現在、３教室合わせて約60名のスタッフが活動していますが、今後も多くのスタッフが参加

　しやすいように、様々な方法を使ってスタッフの募集を行っていく予定です。そして、国際交流

　協会のメンバー、市役所の職員と共に、常に話し合いを持ち、受講者のニーズに合い、スタッフ

　も活動しやすい教室を運営していきたいと思っています。
◆今　後

今後もスタッフ会議等において、日本語教室の詳細について検討していきますが、特に現在

　抱える課題として、
  ・学習者の確保

  ・学習者の定着化（出席率）

  ・学習者のニーズの把握
  ・テキスト、教材の準備

  ・更に多くの人へ日本語教室の情報提供
　などが挙げられ、十分に話し合っていきたいと思います。
　今後も、

  ・年３期の日本語教室の開講、庄和教室は8月を除く通年開講
  ・補習教室の開催

  ・年2回の日本語教室ボランティア養成講座

　を開いていく予定です。
　なお、日本語教室委員会の委員も随時募集しています。
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